
 

―――   ３・４人用 １０歳以上 １play３０分   ――― 

 ゲームの概要 

高校を卒業して、社会人の仲間入りをしたプレイヤーは、ゲーム会社の命運を握る社員

となり、３年いう短い期間の中で自社を成功に導きます。そのために、会社方針を上手く

利用しながら、限られた労働力を効率よく使い、新しいゲームの構成要素を集めましょう。

そして、誰も見たことのない最高の GAME を開発するのです！ 

ゲーム終了時に、自社の勝利点を最も多く稼いだプレイヤーが勝利者となります。 

 

 ゲームの用具 

労働力コマ：27個 (4 色：６個×３、5個×１) 

会社方針カード：14枚（２種：各 7枚） 

GAME カード：20枚 （5系統：各 4枚） 

PR カード：12枚 (1：3枚、2：6枚、4：3枚)  

 

〜職場カード（２種類）〜 

基本職場カード：5枚 

特殊職場カード：10枚 

 

〜構成要素カード（２種類）〜 

構成要素カード☆：24枚 (4 色：各６枚) 

構成要素カード●：24枚 (4 色：各 6枚) 

 

 ゲームの準備 

1. どのゲームでも使用する、基本職場カード、GAMEカード、勝利点カード、構成要素

カードを、テーブル上に配置します。このとき、GAME カードは、系統の種類毎に黒

の数字のカードを、上から降順になるように重ねて置き、さらにその上に赤の数字

のカードを重ねて置きます。 

2. 特殊職場カードを 3枚選び、サプライに配置します。 

3. 消費と精算の会社方針カードを、それぞれ各プレイヤーに１枚ずつ配り、伏せて置い

ておきます。（会社方針カード『みんな、ありがとう！』は４人プレイ時のみ使用） 

4. 各自、自分の色を選びます。4人でプレイする際は、4個。3人でプレイする際は、5

個。自分の色の労働力コマを取ります。 

5. 残りを箱にしまいます。ただし、特殊職場カード『プロジェクト拡大』がサプライにあるな

らば、各色の労働力コマを 1個ずつストックとしてサプライの隅に置いておきます。 

6. 先手プレイヤーをランダムに決定します。プレイヤーの手番は、時計回り順に移行し

ます。 

 

 ゲームの流れ 

このゲームはラウンド制で行われ、３年（３ラウンド）という短い期間の中で、自社の成

功を目指します。労働力コマ駆使し、他社の動向に注意しながら、ゲームの構成要素を

集めてGAME を開発しましょう。3年が終了すると、ゲームは終了へと向かい、自社の勝

利点を最も多く稼いだプレイヤーが勝利者となります。 

 

 年間スケジュール（ラウンドの流れ） 

ラウンドの概要 

先手プレイヤーから時計回りに手番を行います。 

手番では GAME を開発することができます。その後、労働力コマを 1 個配置して、その

職場のアクションを行います。 

全ての労働力コマが置かれた手番の終わりにラウンド終了です。 

サプライに配置された自分の色の労働力コマを全て取り、次のラウンドを始めます。 

 

 手番の行動 

各プレイヤーの手番は、以下の A、B、C の３つのフェイズを順番に実行します。 

A） ゲーム開発フェイズ ― プレイヤーは手札の構成要素カードを使って GAME を開発

することができます。 

B） 会社方針フェイズ ― 消費の会社方針カードを使用することができます。 

C） 労働フェイズ ― 手元に労働力コマがないならばスキップします。 

労働力コマを 1個配置します。そして、その職場のアクションを行うことができます。 

上記の 3 つのフェイズが終わると、そのプレイヤーの手番は終了となります。 

 

 

 ゲーム開発フェイズ 

ゲーム開発フェイズに、プレイヤーは手札の構成要素カードを使って、GAME カードの 1

番上に重ねられている GAME を開発することができます。 

GAME を開発する方法は、以下の a、b の 2通りです。 

 

a） 新規ゲームの開発 ― 未開発の系統を示す、

赤の数字のGAME カードを 1枚選択する。(すでに全

ての系統の GAME が開発されているならばできない)選

択したGAMEカードのレシピエリアに、それに記されている

☆の数以上の枚数分、手札から構成要素カード☆を置

く。（ただし、他の系統と全く同じレシピにすることはでき

ない）そうしたならば、選択した赤い数字の GAME カー

ドを得る。それらは公開して置いておく。 

 

b） 派生ゲームの開発 ― すでに開発されてい

る系統を示す、黒の数字のGAMEカードを1枚選択

する。(全ての系統の GAME が未開発ならばできない) 

選択したGAMEカードのレシピエリアに置かれている、構

成要素カード☆と、同じ構成要素（色）をそれぞれ同

じ枚数、手札から構成要素カードをサプライに戻す。そう

したならば、選択した黒い数字の GAME カードを得る。

それらは伏せて置いておく。 

 

一度の手番の間に a）、b）のどちらかを一度だけ行うことができる。（しなくてもよい） 

 

 

 構成要素カードについて 

構成要素カードには、構成要素カード☆と構成要素カード●の２種類があります。 

２種類を組み合わせて派生ゲームを開発することもできます。 

 

 構成要素カード☆ 

新規ゲームの開発において使用することができる。 

派生ゲームの開発において使用することができる。 

 

 構成要素カード● 

新規ゲームの開発に使用できない。 

派生ゲームの開発において使用することができる。 

 



 

 手札について 

ゲーム中に得た構成要素カードは手札として持ちます。ただし、手札は 5 枚を超えた場

合は、即座に 5枚になるように手札の構成要素カードをサプライに戻します。 

手札のカードは公開して持ちます。 

 

 会社方針フェイズ 

消費の会社方針カードを使用することができます。（しなくてもよい） 

 会社方針カードについて 

会社方針カードは、ゲーム中は手元に伏せて置いておきます。 

会社のカードには消費と精算の 2種類のカードがあります。 

 

 消費の会社方針カード 

消費の会社方針カードは、ゲーム中の自分の手版の会社方針フェイズに、表向きにする

ことで効果使用することができます。 

消費の会社方針カードの効果は、ゲーム中に 1度のみ使用できます。 

消費の会社方針カード『みんな、ありがとう！』は４人プレイ時のみ使用します。 

 

 精算の会社方針カード 

精算の会社方針カードは、ゲーム終了時に勝利点を得ることができます。ただし、手

札が条件を満たすことによって勝利点を得ることができるものや、手札の内容によって勝

利点が増加するものもあります。 

 

 労働フェイズ 

労働フェイズは、手元に労働者コマがないならばスキップします。 

プレイヤーは手元の労働者コマを 1 個、職場カードに配置しなければなりません。職

場カードに配置する際は、その職場の空いているスペースのうち、最も上のスペースに

配置します。スペースの空いていない職場には労働者コマを配置することはできません。 

そして、コマを置いた職場のスペースに示されたアクションを行うことができます。（しなくて

もよい） →アクションについては後述。 

 年越し（次のラウンドの開始） 

全ての労働力コマが置かれた手番の終わりにラウンド終了です。 

サプライに配置された自分の色の労働力コマを全て取り、次のラウンドを始めます。 

２年目、及び３年目では、開発された GAME のうち、赤い数字の値が最も大きい

GAME を開発したプレイヤーが先手プレイヤーとなります。全ての GAME が未開発の

場合は、前のラウンドの先手プレイヤーの左隣の人が先手プレイヤーとなります。 

 最終決算（ゲームの終了） 

3年が終了すると、ゲームは終了へと向かいます。 

まず、伏せておいた精算の会社方針カードを表にして、勝利点を得ます。 

次に、伏せておいた PR カードと GAME カードを表にして、各数字分の勝利点を得ます。 

その後、サプライに開発された系統の GAME が残っているならば、その GAME を開

発したプレイヤーは、それらを受け取り、伏せて置き、その枚数1枚につき、3勝利点を

得ます。他社の真似できない、独自性が高いゲームは多くの収入をもたらすのです。 

 

自社の稼いだ勝利点の合計が最も多かったプレイヤーがゲームの勝利者となります。 

同点の場合は、開発した GAME の赤い数字の値がより大きい方が勝利します。 

同点でそれらのプレイヤーが GAME を開発していないならば、そのプレイヤー同士で勝利

を分かち合います。（引き分けです） 

 

 

 アクションの説明 

職場に労働力コマが置かれたならば、そのコマの置かれたスペースに示されたアクションを

行うことができます。(しなくてもよい) 

 

職場カードのアイコンの説明 

 

職場のスペースの区切りを示す。 

 

 

矢印の左側がコストであることを示す。コストとして示されたものは、得る

のではなく、サプライに戻す。そうしたならば、矢印の右側に記されたアク

ションを行う。 

 

 

対応する構成要素カードをその数まで得る。 

 

 

 

対応する PR カードを得る。それらは伏せて置いておく。 

 

 

任意の構成要素（色）を１つ選び、その構成要素カードを示された数ま

で得る。図のように複数並んでいる場合でも、同じ構成要素（色）を

得ることを選んでよい。 

 

 

他のプレイヤー１人の手札から 1枚選び、あなたの手札に加える。 

 

 

全ての他のプレイヤーは手札を 1枚選び、サプライに戻す。 

 

 

ストックにある、自分の色の労働力コマを手元に取る。このゲームの間、そ

の労働力コマを使用することができる。 

 

 

『業務委託。』以外の職場を１つ選び、その職場の労働力コマが置かれて

いるスペースのうち、最も下のスペースにある労働力コマを手元に取る。

（自分の色でない労働力コマを取ることもできる。その労働力コマは、そ

のラウンドが終わるまで、自分の労働力コマのように扱う） 

 

 

このスペースに労働力コマを配置したとき、即座に手元の労働

力コマを 2 つまで配置することができる。 

 

 

すでに開発されている GAME カードを１枚選択する。その

GAME カードのレシピエリアに置かれている構成要素カード☆を

1枚サプライに戻す。そうしたならば、サプライにある構成要素カー

ド☆を 1枚選び、選択した GAME カードのレシピエリアに置く。 

 

 

そのアクションを X回行うことを示す。 
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